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平
成
30
年
五
木
村
議
会
第
１
回
定
例

会
が
、
３
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８

日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
た
。

　

上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
「
人
事
」
３

件
、
「
字
の
区
域
の
変
更
」
１
件
、
「
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
」
１
件
、「
条

例
の
制
定
」
２
件
、「
条
例
の
一
部
改
正
」

８
件
、
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」
１
件
、
「
平
成
29
年
度
特
別
会

計
補
正
予
算
」
４
件
、
「
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
」
１
件
、
「
平
成
30
年

度
特
別
会
計
予
算
」
９
件
の
計
30
件
で

あ
っ
た
。

　

一
般
質
問
は
５
日
目
に
４
人
の
議
員

が
行
い
、
最
終
日
に
審
議
、
討
論
、
採

択
の
う
え
全
議
案
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

平成 30 年度　当初予算対前年度比較表         （単位：千円）

会　　計　　名 平成30年度 平成29年度
対前年度

増減額 増減率

一 般 会 計 2,771,923 2,568,160 203,763 7.9%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 159,026 208,580 △ 49,554 △ 23.8%

ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 57 167 △ 110 △ 65.9%

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 19,677 20,380 △ 703 △ 3.4%

農業集落排水事業特別会計 13,748 11,380 2,368 20.8%

介 護 保 険 特 別 会 計 208,106 212,691 △ 4,585 △ 2.2%

代替地上下水道事業特別会計 14,385 12,922 1,463 11.3%

後期高齢者医療特別会計 22,512 22,603 △ 91 △ 0.4%

墓 地 公 園 特 別 会 計 275 241 34 14.1%

情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 28,518 34,552 △ 6,034 △ 17.4%

特　別　会　計　小　計 466,304 523,516 △ 57,212 △ 10.9%

合　　　計 3,238,227 3,091,676 146,551 4.7%

平
成
30
年
度
当
初
予
算  

27
億

７
，
１
９
２
万
円

（
前
年
度 

25
億

６
，
８
１
６
万
円

）

3 月定例会
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村税
2億4,604万7千円
（8.9％）

村税
2億4,604万7千円
（8.9％）

村債
6億8,160万円
（24.6％）

村債
6億8,160万円
（24.6％）

自主財源
4億8,529万3千円
（17.5％）

自主財源
4億8,529万3千円
（17.5％）

依存財源
22億8,663万円
（82.5％）

依存財源
22億8,663万円
（82.5％）

分担金及び負担金使
用料手数料諸収入他
3,648万4千円
（1.3％）

分担金及び負担金使
用料手数料諸収入他
3,648万4千円
（1.3％）

財産収入
2,627万円
（0.9％）

財産収入
2,627万円
（0.9％）

繰入金
1億649万2千円
（3.8％）

繰入金
1億649万2千円
（3.8％）

繰越金
7,000万円
（2.5％）

繰越金
7,000万円
（2.5％）

地方譲与税等
5,779万1千円
（2.1％）

地方譲与税等
5,779万1千円
（2.1％）

地方交付税
10億4.000万円
（37.5％）

地方交付税
10億4.000万円
（37.5％）

国庫支出金
1億2,572万4千円
（4.5％）

国庫支出金
1億2,572万4千円
（4.5％）

県支出金
3億8,151万5千円
（13.8％）

県支出金
3億8,151万5千円
（13.8％）

総務費
6億891万1千円
（22.0％）

総務費
6億891万1千円
（22.0％）

農林水産費
3億12万8千円
（10.8％）

農林水産費
3億12万8千円
（10.8％）

土木費
2億1,668万3千円
（7.8％）

土木費
2億1,668万3千円
（7.8％）

災害復旧費
1,402万5千円
（0.5％）

災害復旧費
1,402万5千円
（0.5％）

教育費
1億5,541万7千円
（5.6％）

教育費
1億5,541万7千円
（5.6％）

公債費
2億4,434万3千円
（8.8％）

公債費
2億4,434万3千円
（8.8％）

消防費
6億667万1千円
（21.9％）

消防費
6億667万1千円
（21.9％）

※割合（％）は小数点第２位四捨五入※割合（％）は小数点第２位四捨五入

商工費
8,394万5千円
（3.0％）

商工費
8,394万5千円
（3.0％）

民生費
2億8,600万9千円
（10.3％）

民生費
2億8,600万9千円
（10.3％）

衛生費
1億9,291万8千円
（7.0％）

衛生費
1億9,291万8千円
（7.0％）

議会費
6,087万3千円
（2.2％）

議会費
6,087万3千円
（2.2％）

予備費
200万円
（0.1％）

予備費
200万円
（0.1％）

歳 入
27億7,192万3千円

歳 入
27億7,192万3千円

歳 出
27億7,192万3千円

歳 出
27億7,192万3千円

　

開
会
初
日
、
和
田
村
長
が
行
政
報

告
の
中
で
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
歴
史
文
化
交
流
施
設
ヒ
ス
ト

リ
ア
テ
ラ
ス
五
木
谷
の
入
場
者
数

に
つ
い
て
、
開
館
前
の
計
画
に
対

し
て
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
、
施
設
運
営
の
た
め
の

財
源
確
保
に
支
障
を
き
た
す
結
果

と
な
っ
た
こ
と
を
陳
謝
し
た
。
（
目

標
入
場
者
数
４
万
５
千
人
に
対
し
、

２
月
末
現
在
１
２
，
３
７
６
人
）

　

ま
た
、
初
日
に
上
程
し
た
議
案
第

18

号
「
五
木
村
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
検
討
不
十
分
な
点
が
あ
っ

た
と
し
て
最
終
日
に
村
長
よ
り
取

り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

平成 30 年度一般会計予算の主な事業（百万円未満は四捨五入）

　・議会中継システム改修・・・・・・・・・・１，０００万円

　・防災行政無線デジタル化事業・・・・・５億２，１００万円

　・地域おこし協力隊事業・・・・・・・・・・３，１００万円

　・コインランドリー設置・・・・・・・・・・・・３０７万円

　・八重地区飲料水供給施設工事・・・・・・・６，５００万円

　・歴史文化交流館イベント関係・・・・・・・・・４７６万円

　　ほか基金の積み増し８，５００万円をはじめ、地籍調査、各種道路改良など。
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第

２
回　

臨

時

会

　

こ
れ
ま
で
消
防
団
員
に
な
る
に

は
、
五
木
村
に
居
住
す
る
こ
と
が

条
件
に
な
っ
て
い
た
が
、
団
員
の

定
員
確
保
の
た
め
に
条
例
を
改
正

し
「
五
木
村
内
に
居
住
ま
た
は
、

勤
務
す
る
者
」
と
し
た
。

　

平
成
30

年
第
２
回
、
五
木
村
議
会
臨
時

会
が
３
月
29

日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら
開

か
れ
た
。

　

議
案
第
34

号
は
、
「
五
木
村
長
等
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
第
35

号
「
五
木
村
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
第
36

号
「
平
成
29

年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
」
が
提
案
さ
れ
、
34

号
で
、

歴
史
文
化
交
流
施
設
の
運
営
が
計
画
ど
お

り
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
、
責
任

を
取
る
と
し
て
、
村
長
、
教
育
長
の
給
与

を
そ
れ
ぞ
れ
30

％
と
20

％
を
４
月
か
ら
６

月
ま
で
の
３
カ
月
間
減
給
の
議
案
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
、
35

号
は
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
条
例
で
団
員

数
の
確
保
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
を
図
る
た
め
、
「
団
員
の
資
格
を
五
木

村
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
す
る
者
」
と

し
た
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決
。
36

号
補

正
予
算
は
、
既
決
予
算
に
２
４
１
万
８
千

円
を
追
加
し
総
額
を
33

億
８
、
７
０
５
万

５
千
円
と
し
て
、
そ
の
中
で
７
７
３
万
７

千
円
は
、
公
共
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立

て
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
29

年
度
事
業

の
執
行
が
終
了
し
な
い
９
事
業
を
繰
越
明

許
の
提
案
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

― 

村
内
勤
務
で
も
五
木
村
消
防
団
員
に 

―

消防団入退団式

〈
人
事
〉

五
木
村
教
育
長
の
任
命

　

深
水
公
洋 
氏
（
頭
地
）

五
木
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

土
屋
忠
義 
氏
（
頭
地
）

　

吉
松　

猛 
氏
（
頭
地
）

〈
字
の
区
域
の
変
更
〉

•
地
籍
調
査
に
伴
い
白
岩
戸
字
の
関
係
地

番
を
北
平
字
に
編
入
す
る
も
の
。

〈
工
事
請
負
変
更
契
約
の
選
任
〉

工
事
名

林
道
八
重
線
開
設
工
事

契
約
の
金
額

　

当
初　

５
８
，
５
３
６
，
０
０
０
円

　

変
更　

７
０
，
０
３
２
，
７
９
０
円

　

増
額　

１
１
，
４
９
６
，
７
９
０
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

技
建
日
本

〈
条
例
の
制
定
〉

•
五
木
村
コ
テ
ー
ジ
及
び
遊
び
場
条
例
。

•
五
木
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
。

〈
条
例
の
一
部
改
正
〉

•
五
木
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
。

•
五
木
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
。

•
五
木
村
指
定
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
。

•
五
木
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
。

•
五
木
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
。

•
五
木
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
。

•
五
木
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

〈
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
〉

五
木
村
選
挙
管
理
委
員

辻　

博
樹 

氏
（
頭
地
）
、
田
中
良
喜 

氏

（
頭
地
）
、
田
中
加
代
子 

氏
（
竹
の
川
）
、

岩
本
員
功 

氏
（
宮
園
）

補
充
員

吉
松
ひ
と
み 

氏
（
頭
地
）
、
藤
本
由
美

子 

氏
（
中
村
）
、
有
瀬
悦
守 

氏
（
頭
地
）
、

蓑
田
義
次 

氏
（
平
野
西
谷
）

　
　

3
月
定
例
会

　
　
　
　
　

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
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き
な
木
材
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
住
宅
が
多
く
着
工
さ
れ
れ
ば
木
材

の
需
要
は
増
え
る
の
で
は
。

　

五
木
産
材(

葉
枯
ら
し
材)

の
住
宅
資

材
の
良
さ
、
差
別
化
が
重
要
で
あ
り
、
完

成
し
た
住
宅
の
施
主
、
施
工
業
者
へ
の
五

木
産
材
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
問
題
点
等
を
検
討
改
善
し
て
住
宅
着

工
箇
数
の
増
に
努
め
る
こ
と
。
又
、
復
興

住
宅
建
築
も
年
々
と
減
少
す
る
こ
と
に
な

る
一
方
で
、
我
村
の
人
工
林
は
年
々
伐
期

齢
を
迎
え
木
材
の
搬
出
量
も
多
く
な
る
。

又
、
長
伐
期
か
ら
循
環
型
の
林
業
に
移
行

さ
れ
、
現
在
以
上
の
木
材
の
需
要
拡
大
の

施
策
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。　

西
原
村
議
会
議
長　

宮
田
勝
則 

氏
、

議
会
事
務
局
職
員
2
名

松
下
研
究
所　

持
田
美
沙
子 

氏

フ
ァ
ミ
リ
ア
ホ
ー
ム
お
も
て
な
し
チ
ー

フ　

森　

清
文 

氏

•
「
林
業
で
自
立
す
る
村
づ
く
り
」
を
目

的
と
し
て
、
平
成
29
年
12
月
定
例
議
会

に
提
案
さ
れ
議
決
し
た
木
材
流
通
セ
ン

タ
ー
設
立
、
住
宅
資
材
（
葉
枯
ら
し
材
）

で
の
五
木
源
住
宅
の
着
工
、
木
材
の
利

用
状
況
等
を
農
林
課
の
説
明
と
協
議
を

経
て
、
住
宅
建
築
現
場
の
視
察
が
必
要
、

西
原
村
、
大
津
町
、
益
城
町
、
人
吉
市
の

４
現
場
を
視
察
し
た
。

•
西
原
村
の
復
興
支
援
モ
デ
ル
住
宅
は
、

板
壁
工
法
で
木
の
温
か
み
あ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
作
り
で
住
み
た
い
住
宅
で
あ
る

が
、
高
齢
者
夫
婦
で
住
む
に
は
も
う
一

部
屋
が
必
要
で
あ
る
。

•
板
壁
工
法
住
宅
で
地
震
に
も
強
い
よ
う

な
住
宅
で
、
被
災
地
住
宅
建
築
の
需
要

が
あ
る
の
で
は
。

　

平
成
30
年
1
月
25
日

　

藤
本
委
員
長
ほ
か
全
委
員
４
名
、
議
会

事
務
局
長

　

農
林
課
職
員
２
名
、
山
村
活
性
化
協
議

会
職
員
１
名

•
西
原
村
（
復
興
モ
デ
ル
住
宅
）

•
大
津
町
（
個
人
住
宅
）

•
益
城
町
（
個
人
住
宅
）

•
人
吉
市
（
個
人
住
宅
）

経

済

常

任

委

員

会

調
査
経
過

委
員
会
調
査
報
告

出

席

者

説

明

者

調
査
場
所

調
査
の
経
緯

委
員
の
意
見

ま　

と　

め

•
役
場
横
に
五
木
源
住
宅
が
建
築
中
で
、

村
民
の
目
に
と
ま
る
住
宅
で
宣
伝
に
な

る
の
で
は
。

•
熊
本
地
震
の
説
明
と
復
興
に
要
す
る
財

源
等
の
件
、
復
興
支
援
住
宅
の
お
礼
、

住
宅
建
築
現
場
ま
で
の
案
内
と
説
明
を

受
け
た
が
、
住
宅
の
柱
等
の
使
用
の
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。

•
４
つ
の
着
工
住
宅
は
相
当
の
五
木
産
材

を
使
っ
て
い
る
が
、
柱
等
が
見
え
な
く

な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
木
材
の
良
さ

が
見
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
梁
、

桁
等
は
大
き
い
木
材
を
使
用
し
て
い

る
。

•
全
住
宅
、
五
木
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
て
い
る
が
、
民
間
業
者
と
の
競
争

等
に
利
点
や
優
位
性
を
ど
う
宣
伝
し
て

い
く
の
か
、
葉
枯
ら
し
材
と
し
て
の
差

別
化
す
る
資
料
も
必
要
で
あ
る
。

•
人
吉
市
の
個
人
住
宅
は
、
柱
、
梁
、
桁

等
昨
今
の
住
宅
に
は
少
な
く
な
っ
た
大

西原村復興モデル住宅

大津町（個人住宅）

益城町（個人住宅）
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藤本新一 議員

一般
　　質問

��������

����
�

����
�

����

����
�不

法
伐
採
の
防
止
対
策
は

和
田
村
長　

地
籍
調
査
の
境
界
、
杭
打
ち
等　
　
　
　

所
有
者
の
立
会
い
を
進
め
た
い

質
問　

林
業
先
進
地
の
宮
崎
県

で
所
有
者
が
知
ら
な
い
う
ち
に

不
法
伐
採
さ
れ
、
各
役
場
や
警

察
に
申
し
出
て
も
対
応
さ
れ
な

い
等
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
お

り
、
我
村
で
も
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
が
村
長
は
ど
う
捉
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。

村
長　

私
も
承
知
し
て
お
り
、

我
村
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
十
分
注
視
が
必
要
と
思

う
。

質
問　

森
林
所
有
者
の
方
が
山

林
の
投
資
効
果
や
財
産
的
価
値

も
少
な
い
た
め
山
林
に
足
を
運

ば
な
く
な
り
、
境
界
や
所
有
山

林
の
場
所
も
明
確
に
わ
か
ら
な

い
方
も
い
る
。
村
と
し
て
対
策

が
必
要
と
思
う
が
。

村
長　

地
籍
調
査
を
進
め
て
い

る
が
、
相
続
等
の
関
係
も
あ
り
、

境
界
の
立
会
い
や
杭
打
ち
等
所

有
者
の
立
会
い
を
進
め
た
い
。

質
問　

伐
採
届
の
対
応
、
番
地
、

樹
種
、
林
齢
等
を
ど
う
確
認
し

許
可
を
出
し
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

伐
採
届
申
請
書
の

中
に
面
積
、
樹
種
、
林
齢
等
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
森
林
簿
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
地
図
デ
ー
タ
や
森
林

整
備
計
画
書
等
で
確
認
し
て
許

可
を
し
て
い
る
。

質
問　

我
村
で
も
誤
伐
で
伐

倒
し
た
木
材
が
搬
出
で
き
ず
、

地じ
ご
し
ら拵

え
や
再
造
林
植
付
け
が
で

き
ず
に
放
置
林
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
山
林
を
農
林
課
長
は

知
っ
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

私
は
把
握
し
て
い

な
い
。

質
問　

誤
伐
山
林
の
場
所
や
伐

採
許
可
を
ど
の
よ
う
に
し
て
出

し
た
の
か
。

農
林
課
長　

森
林
簿
で
確
認
し

て
い
る
が
逆
に
な
っ
て
い
た
。

質
問　

地
籍
調
査
も
終
わ
っ
て

い
る
山
林
で
あ
り
、
地
主
も
判

明
し
て
い
る
山
林
を
ど
う
し
て

伐
採
許
可
を
し
た
の
か
。

農
林
課
長　

再
度
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

所
有
者
の
方
も
困
っ
て

お
ら
れ
る
。
再
造
林
は
で
き
な

い
の
か
。

農
林
課
長　

再
度
確
認
を
し
て

対
応
す
る
。

質
問　

森
林
所
有
者
が
投
資
を

し
な
い
中
で
、
今
後
大
規
模
な

面
積
、
村
分
収
林
、
林
業
公
社
、

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
等
の
全
伐

に
伴
う
再
造
林
の
植
栽
、
下
刈

り
の
担
い
手
を
ど
う
確
保
す
る

か
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

新
規
参
入
を
促
す
啓
発

活
動
や
い
ろ
ん
な
助
成
策
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
県
南
地
域

に
県
で
林
業
大
学
校
の
計
画
が

あ
り
、
実
践
的
な
教
育
を
行
う

担
い
手
の
育
成
の
計
画

も
あ
る
。

質
問　

森
林
の
果
た
す

公
益
的
機
能
、
国
土
保

全
が
重
要
な
こ
と
か
ら

山
村
の
市
町
村
へ
交
付

金
が
あ
る
。
再
造
林
事

業
に
充
て
る
こ
と
に
村

長
考
え
は
な
い
の
か
。

村
長　

森
林
税
が
６
０

０
億
円
程
度
と
試
算
さ

れ
て
お
り
、
我
村
に
は

１
千
数
百
万
円
に
な
る

の
で
は
と
思
う
が
、
国

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

森
林
所
有
者
が
山
林
に

関
心
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
政

府
は
土
砂
災
害
防
止
、
公
益
的

な
面
で
森
林
経
営
管
理
法
案
を

提
出
し
て
市
町
村
が
責
任
を

持
っ
て
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ

て
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
が
ど

う
対
応
す
る
考
え
か
。

村
長　

私
達
も
説
明
は
受
け
て

い
る
。
現
在
法
案
と
し
て
提
出

さ
れ
て
い
る
が
具
体
的
詳
細
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出

て
い
な
い
。
出
て
く
れ
ば
職
員

体
制
等
も
考
え
専
門
部
署
も
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

誤伐された山林
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者
で
廃
業
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し

た
り
、
事
業
承
継
さ
せ
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

新
規
就
農
に
つ
い
て
は

農
業
法
等
の
縛
り
も
あ
り
、
そ

れ
に
則
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
他
の
起
業
、
あ
る
い
は
事

業
承
継
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

一
番
良
い
が
、
今
具
体
的
に
は

そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

　

制
度
的
に
は
規
模
拡
大
や
起

業
に
つ
い
て
は
助
成
策
を
取
っ

て
い
る
。

黒川麻里子 議員

住宅宿泊事業法施行に伴う

本村の取り組みは
和田村長　区長会での周知をしていく

��������

����
�

����
�

����

����
�

一般
　　質問 住

宅
宿
泊
事
業
法
に
つ
い
て

質
問　

観
光
交
流
人
口
の
拡
大

が
課
題
で
あ
る
が
、
本
村
で
は
、

主
に
ど
う
言
っ
た
取
り
組
み
を

こ
れ
ま
で
し
て
き
た
か
。

村
長　

川
辺
川
ダ
ム
建
設
に

よ
っ
て
代
替
地
へ
の
移
転
が
行

わ
れ
る
と
き
に
、
部
屋
を
民
泊

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
作

り
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い

う
話
を
盛
ん
に
し
て
き
た
時
期

が
あ
る
。
そ
う
い
う
啓
発
を
し

て
き
た
が
、
実
際
に
は
活
用
さ

れ
て
い
な
い
。
現
在
は
民
泊
の

手
続
き
に
則
っ
た
物
を
何
軒
か

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
、
中
心
地
に

旅
館
や
ホ
テ
ル
建
設
等
の
話

も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
需

要
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
採

算
ベ
ー
ス
に
乗
る
か
ど
う
か
は

50

％
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
思
い
切
っ
た
施

設
整
備
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問　

平
成
29

年
の
観
光
客
数

は
平
成
27

年
の
水
準
に
戻
っ
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
宿

泊
者
数
は
震
災
の
あ
っ
た
平
成

28

年
よ
り
も
若
干
少
な
い
数
字

が
出
て
い
る
。

　

宿
泊
者
数
を
戻
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
そ
う
い
っ
た
中
、
今
年

施
行
さ
れ
る
住
宅
宿
泊
事
業
法

を
踏
ま
え
、
本
村
で
は
ど
う
い
っ

た
対
応
を
さ
れ
る
予
定
か
。

村
長　

県
の
方
で
は
登
録
申
請

の
受
付
が
3

月
15

日
か
ら
始
ま

る
。
本
村
と
し
て
は
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
村
民
の
方
に
お
知
ら

せ
を
す
る
。
ふ
る
さ
と
振
興
課

に
連
絡
頂
け
れ
ば
、
ご
案
内
を

差
し
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

事
業
承
継
に
つ
い
て

質
問　

新
規
就
農
を
希
望
し
て

い
る
方
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

ま
ず
農
地
の
取
得

等
を
行
い
農
業
経
営
を
行
う
と

い
う
方
を
新
規
就
農
者
と
受
け

止
め
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
取

得
面
積
に
つ
い
て
１
反
以
上
と

五
木
村
で
は
決
め
て
い
る
。
ま

た
、
取
得
に
は
貸
借
、
売
買
が

あ
る
が
、
農
業
委
員
会
へ
の
申

請
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
条
件
で
新
規
就

農
の
相
談
は
、
過
去
５
年
間
で

３
件
あ
っ
た
。

　

対
応
は
農
林
課
の
職

員
で
行
な
っ
て
い
る
。

ど
う
い
う
経
営
を
し
た

い
の
か
、
ど
う
い
う
作

物
か
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
希
望
の
農
地

等
は
農
林
課
ま
た
は
地

区
の
農
業
委
員
さ
ん
に

も
相
談
を
し
な
が
ら
紹

介
し
て
い
る
。

質
問　

新
規
就
農
や
各

種
起
業
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
。
既
存
の
事
業

あさぎり町の民泊施設「リュウキンカの郷」
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早田吉臣 議員

一般
　　質問

��������

����
�
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�村

営
住
宅
の
払
下
げ
は

和
田
村
長　

用
地
の
払
い
下
げ
が
課
題

質
問　

村
営
住
宅
の
こ
れ
ま
で

の
利
用
状
況
は
。

建
設
課
長　

昨
年
９
月
末
で
50

戸
す
べ
て
入
居
で
し
た
が
、
今

年
２
月
末
で
48

戸
と
な
っ
て
い

て
、
需
要
は
あ
る
。
そ
の
中
で

Ｕ
タ
ー
ン
者
が
３
戸
、
Ｉ
タ
ー

ン
者
24

戸
。
10

年
以
上
住
ま
わ

れ
て
い
る
方
は
、
11

戸
あ
る
。

質
問　

村
営
住
宅
に
住
ま
わ
れ

て
不
備
や
改
良
な
ど
担
当
課
に

要
望
な
ど
は
あ
る
か
。

建
設
課
長　

不
備
や
改
良
点
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
隣
接
住
宅

の
音
漏
れ
や
冷
暖
房
の
効
果
不

足
な
ど
が
あ
り
次
の
建
設
時
に

改
良
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

林
業
者
専
用
住
宅
緩
和

措
置
は
考
え
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

林
業
者
専
用
住
宅

の
入
居
条
件
緩
和
に
つ
い
て
は
、

今
の
所
考
え
て
は
い
な
い
。

質
問　

五
木
源
住
宅
や
西
原
村

の
復
興
住
宅
に
五
木
産
材
の
木

材
を
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
村
営
住
宅
に
は
五
木

産
材
を
使
っ
て
行
く
の
か
。

村
長　

将
来
的
に
高
齢
者
住
宅

な
ど
に
も
工
事
仕
様
書
の
中
に

発
注
す
る
と
き
に
条
件
と
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

五
木
産
材
の
使
い
勝
手
、

加
工
に
お
い
て
の
評
価
は
聞
い

た
の
か
。

村
長　

品
質
に
つ
い
て
は
特
に

問
題
を
聞
い
た
こ
と
は
無
い
。

納
品
が
多
少
遅
れ
る
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
流

通
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
課
題

解
決
を
行
い
た
い
。

質
問　

村
営
住
宅
も
経
年
劣
化

で
改
修
が
必
要
と
な
る
。
10

年

以
上
な
ど
長
年
住
ま
わ
れ
、
定

住
が
見
込
ま
れ
た
ら
住
宅
の
払

下
げ
を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

土
地
が
村
有
地
で
な
い

た
め
に
、
敷
地
、
用
地
の
借
地

料
な
ど
の
支
払
い
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

質
問　

村
営
住
宅
を
作
る
と
き

に
用
地
も
含
め
対
策
を
立
て
る

こ
と
。
ま
た
、
公
的
賃
貸
住
宅
等

の
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が

改
正
さ
れ
て
い
て
、
地
域
に
応
じ

た
建
設
、
運
営
も
で
き
る
と
あ
る

の
で
緩
和
措
置
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

村
長　

可
能
か
ど
う
か
検
討
を

し
た
い
。
仕
事
と
住
ま
う
魅
力
を

持
つ
地
域
づ
く
り
が
大
事

と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

移
住
定
住
に
Ｐ
Ｒ

不
足
を
感
じ
て
い
る
。
新

庄
村
の
よ
う
な
定
住
、
田

舎
暮
ら
し
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
Ｐ
Ｒ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

村
長　

職
員
間
で
も
簡

単
な
動
画
を
作
っ
た
ら
と

か
、
五
木
中
の
文
化
祭
で

生
徒
が
作
っ
た
動
画
を
見

て
感
心
し
た
の
で
、
そ
の

よ
う
な
も
の
を
活
用
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

人
吉
高
校
五
木
分

校
の
通
学
の
た
め
に
村
営

の
寮
、
下
宿
舎
な
ど
を
も

う
け
て
は
ど
う
か
。

村
長　

以
前
分
校
の
保
護
者
か

ら
何
度
か
聞
い
た
が
結
局
、
出
来

な
い
で
い
る
。
試
算
あ
る
い
は
具

体
的
に
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
な

い
の
で
検
討
を
し
た
い
。

質
問　

ダ
ム
事
業
の
契
約
の
中

に
県
営
の
施
設
を
設
け
る
と
あ
る

の
で
、
県
に
作
っ
て
も
ら
い
村
で

運
営
を
し
て
若
い
人
の
定
住
に
繋

が
る
よ
う
、
村
内
に
就
職
し
て
も

ら
う
よ
う
に
出
来
な
い
か
。

村
長　

林
業
大
学
校
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
の
で
も
う
一
度
県

と
協
議
を
し
て
合
わ
せ
て
出
来
な

い
か
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思

う
。

林業者専用住宅

下谷村営住宅
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西村久徳 議員

県下一の過疎をどう克服するか
和田村長　働く場の確保が一番である
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一般
　　質問

質
問　

今
、
五
木
村
政
に
と
っ

て
最
重
要
課
題
は
何
だ
と
思
わ

れ
る
か
。
急
速
に
進
む
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
は
県
下
一
。
各
集

落
の
消
滅
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
見
て
お
ら
れ
る
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
よ
う

と
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

村
長　

一
番
の
目
標
は
人
口
を

ど
う
維
持
し
て
い
く
か
。
残
念

な
が
ら
高
齢
化
率
１
０
０
％
の

集
落
も
あ
る
の
は
現
実
。
道
路

交
通
網
の
整
備
維
持
等
に
努
め

て
い
る
。

質
問　

人
が
い
て
集
落
が
形
成

さ
れ
る
。
そ
れ
が
集
合
体
と
な
っ

て
村
全
体
が
成
り
立
っ
て
い
く

も
の
だ
が
、
各
地
で
集
落
消
滅

の
危
機
に
直
面
し
、
村
の
将
来

に
対
し
て
大
変
不
安
を
抱
く
も

の
で
、
こ
の
現
状
を
見
て
将
来

の
村
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の
か
。

村
長　

世
帯
調
査
・
聞
き
取
り

調
査
も
ふ
ま
え
て
村
民
の
意
見

も
尊
重
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問　

人
口
が
減
少
し
、
高
齢

者
だ
け
の
村
で
は
発
展
は
望
め

な
い
。
活
気
も
な
く
衰
退
す
る

一
方
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
進
め
て
い
く
と
の
こ
と

だ
が
、
村
の
再
生
に
は
信
念
と

情
熱
が
な
い
と
村
は
消
滅
し
て

し
ま
う
。
村
長
の
認
識
は
。

村
長　

生
産
年
齢
人
口
を
増
や

す
た
め
に
は
、
主
産
業
で
あ
る

林
業
の
担
い
手
を
増
や
す
た
め

の
対
策
で
あ
る
と
か
就
労
の
場
、

働
く
場
の
確
保
が
一
番
だ
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

村
と
し
て
自
立
す
る
に

は
人
口
問
題
を
は
じ
め
、
産
業
、

交
通
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

そ
し
て
特
に
財
政
面
で
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
最
近
は
箱
物

ば
か
り
に
金
を
か
け
て
今
後
維

持
費
が
相
当
に
か
か
り
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
村
民
が
こ
の
村

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ふ
る

さ
と
五
木
村
づ
く
り
計
画
」
と

「
地
方
創
生
事
業
」
は
本
当
に
誇

れ
る
よ
う
な
村
づ
く
り
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

村
長　

振
興
計
画
、
村
づ
く
り

計
画
、
地
方
創
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
途
上
で
再
建
・
再

生
も
十
分
で
あ
る
と
認
識
で
き

る
状
況
に
な
い
。
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

村
を
活
性
化
す
る
に
は

各
種
団
体
の
活
発
な
活
動
が
必

要
不
可
欠
。
農
業
、
林
業
、
商
業
、

さ
ら
に
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体

の
結
集
協
力
も
必
要
だ
が
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
婦
人
会
団
体
が

頭
地
、
宮
園
、
連
盟
と
も
に
解

散
に
至
っ
た
要
因
は
何
か
。
対

策
は
講
じ
た
の
か
。

教
育
長　

会
員
の
方
の
高
齢
化

に
よ
る
も
の
が
一
番
だ
と
聞
い

て
い
る
。
婦
人
会
組
織
が
成
立

し
な
く
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に

残
念
と
は
思
う
が
、
そ
の
役
割

は
地
域
の
分
館
で
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

川
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ

い
て
は
、
蒲
島
知
事
の
白
紙
撤

回
表
明
後
、
村
の
再
建
の
た
め

ソ
フ
ト
事
業
に
10

億
円
、
ハ
ー

ド
事
業
50

億
円
の
助
成
も
平
成

30

年
度
ま
で
だ
が
、
村
長
は
こ

れ
で
再
建
が
で
き
た
と
思
わ
れ

る
か
。

村
長　

到
達
点
は
別
と
し
て
、

ま
だ
再
建
の
途
中
だ
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
ソ
フ
ト
面
で
は

定
住
促
進
策
、
ハ
ー
ド
面
で
は

道
路
整
備
等
に
一
定
の
進
捗
は

あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
人
吉
高
校
五
木
分

校
の
存
続
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

農
林
水
産
業
の
振
興
面
で
間
伐

の
促
進
及
び
林
道
作
業
道
の
促

進
に
つ
い
て
、
川
辺
川
の
魚
類

生
息
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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1
 4日 五木村成人式（全議員）

 5日 五木村消防出初式（全議員）

 10日 定例全員協議会

  広報委員会（第1回編集会議）

 14日 五木村新春駅伝大会（全議員）

 17日 定例郡議長会議（議長）

  広報委員会（第2回編集会議）

 18日 ウッドスタート祝い品贈呈式（議長）

 23日 例月監査（中村監査委員）

 24日 下球磨町村議会議長会研修会及び交流会（正副議長、事務局長）

  広報委員会（第3回編集会議）

 30日 第1回臨時会

2
 7日 定例全員協議会

 14日 新議員研修会（黒川議員）

 16日 県議長会定期総会（議長、事務局長）

 19日 五木東小給食試食会（各議員）

  臨時全員協議会

 20日 例月監査（中村監査委員）

 23日 球磨郡議員研修会（全議員）

 27日 西原村復興住宅落成式（議長）

3
 1日 議会運営委員会

  人吉下球磨消防組合定例会（岡本議員）

  人吉高校五木分校卒業式（全議員）

 2日 人吉球磨広域行政組合第1回定例会（黒川議員、川辺議員）

 5日 定例郡議長会議（議長、事務局長）

 8日 平成30年第1回議会定例会（～15日閉会）

 11日 五木中学校卒業式（全議員）

 22日 五木東小学校卒業式（全議員）

 23日 例月監査（中村監査委員）

 24日 五木中央保育所卒園式

 28日 県町村監査委員連絡協議会定期総会・研修会（中村監査委員）

  人吉球磨広域行政組合第1回定例会（黒川議員、川辺議員）

 29日 平成30年第2回議会臨時会

●議会の動き（１月～３月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　

昨
年
５
月
に
茨
城
県
か
ら
移
住
し
て
き
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
平
野
と
申
し
ま
す
。
保
育
所

で
の
運
動
教
室
や
小
学
生
へ
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
を

中
心
に
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

五
木
に
来
る
ま
で
は
、
村
の
存
在
さ
え
全
く
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
美
し
い
大
自
然
に
囲
ま
れ

て
１
年
間
生
活
し
、
今
で
は
五
木
が
大
好
き
で
す
。

　

た
だ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
選
択
肢
が
少
な

い
こ
と
が
気
掛
か
り
で
す
。
人
口
の
少
な
い
地
域

は
ど
こ
も
同
じ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
運
動
や
他

の
習
い
事
に
し
て
も
、
非
常
に
選
択
肢
が
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
5

月
12

日
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
き
ま
す
が
、
多
く
の
村
民
の
方
が
自
身
の
経

験
や
特
技
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な

経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
が
増
え

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
村
で
暮
ら
し
て

��������

平ひ

ら

の野
貴た

か

し嗣
さ
ん
に

　
　
　

聞
き
ま
し
た
。
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大
谷
翔
平
の
活
躍
が
目
覚
ま

し
い
。
同
県
（
岩
手
）
出
身
と

し
て
と
て
も
誇
ら
し
く
思
う
。

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
で
は
彼
が
高

校
1
年
生
の
時
に
書
い
た
と
さ

れ
る
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

元
々
は
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
マ
ン
ダ

ラ
ー
ト
だ
が
、
大
谷
は
目
標
達
成
の
ツ
ー

ル
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。

　

中
央
に
一
番
の
目
標
を
書
き
込
み
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
周

り
の
8
マ
ス
に
書
き
込
む
。
さ
ら
に
そ
の

8
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
周
り
の
8
マ
ス
に
書
き
込
み
81
マ

ス
を
埋
め
る
。

　

要
は
一
番
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
事
柄
を
細
分
化
し
、
何
を
す
べ
き

か
を
明
確
に
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
。

　

一
番
の
目
標
が
何
か
、
そ
の
た
め
に
何

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
村

政
に
も
役
に

た
つ
か
も
し

れ
な
い
。

（
黒
川
）

五
木
村
議
会
だ
よ
り
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の
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お
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ま
す
。
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表紙題字：故 尾方　芳郎氏

シャク（セリ科）別名：山ニンジン・野ニンジン
　道端の湿地に普通に生えている野草でニンジンの葉に似ており、草丈は 50 ～ 60 ㎝

ぐらいで４月中頃に白い花をつける。３月中旬から４月上旬頃の新芽の柔らかいうち

は山菜としても楽しめる。

　 食べ方

　柔らかい葉を採り、ゆでてゴマ和え、適当に切っててんぷらや油いため、ゆで

て乾燥したものは、水にもどして煮物、いため物にする。（ちなみに、ゴマ和えが

美味しかった。）

マンダラートシート


